
九 州 大 学  人 社 系 副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 

S D G s セ ミ ナ ー
持 続 可 能 な 社 会 に 向 け た 現 場 の 取 り 組 み を 学 ぼ う ！
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定 員

対 象

1 0 0  名

九 州 大 学 の

学 部 生 ・ 学 府 生 を 対 象

参 加 申 込

事 前 参 加 登 録 の お 願 い
右 記 二 次 元 コ ー ド の

リ ン ク 先 申 込 フ ォ ー ム を

ご 利 用 く だ さ い 。

htt p s : / /f o r m s. o ffi c e. c o m / r / 4 R k J 8 A V m kt

登 録 締 切 / 5  月  2 0  日 （ 月 ）

「 S D G s 」 と い う 言 葉 の 認 知 率 は  8  割 を 超 え 、 次 は 行 動 や 実 践 が 注 目 さ れ て い ま す 。 エ コ や 社 会 課 題 の 解 決 を

謳 っ た 商 品 ・ サ ー ビ ス や 、 企 業 の 広 告 を 目 に す る こ と も 増 え て い る の で は な い で し ょ う か 。 し か し 、 消 費 者 が

ブ ラ ン ド や 商 品 ・ サ ー ビ ス を 選 択 す る と き 、「 よ り よ い 社 会 や 環 境 の 実 現 」 よ り も 「 自 分 へ の メ リ ッ ト 」 が 優 先

さ れ て い る 傾 向 が 見 ら れ ま す 。 本 セ ミ ナ ー で は 、 イ ン テ ー ジ で 実 施 し た サ ス テ ナ ビ リ テ ィ に 関 す る 調 査 結 果 を

刺 激 と し 、 皆 さ ん ご 自 身 の ヒ ス ト リ ー や 行 動 を 振 り 返 る こ と を 通 し て 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ へ の 関 心 を 高 め た り

行 動 変 容 を 起 こ す に は ど う し た ら よ い か を 一 緒 に 考 え て い け れ ば と 思 い ま す 。

星 晶 子

v ol. 6

　 本 セ ミ ナ ー で は 、 持 続 可 能 な 社 会 に 向 け た 活 動 に 取 組 む 企 業 担 当 者 に ご 講 演 い た だ き 、

人 文 社 会 科 学 の 多 様 な 視 点 か ら 社 会 課 題 を 考 え る 必 要 性 に つ い て 学 ぶ セ ミ ナ ー で す 。

v ol. 6  は 、 国 内 最 大 手 の マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ 企 業 と し て  S D G s  実 現 に 取 組 む

イ ン テ ー ジ グ ル ー プ の 挑 戦 を 紹 介 し ま す 。

　 企 業 担 当 者 や 他 学 部 の 学 生 と  S D G s  に つ い て 学 び 合 い 、 交 流 を 深 め る

機 会 で も あ り ま す 。 是 非 ご 参 加 く だ さ い 。

1 4 :5 0 -1 6 :2 0
開 場  1 4 : 3 0

日5 月 2 2
対 面 開 催 約  9 0  分 

ほ し あ き こ

株 式 会 社 イ ン テ ー ジ ク オ リ ス リ サ ー チ  &  イ ン サ イ ト 部

生 活 者 の サ ス テ ナ ブ ル 行 動 の 「 い ま 」 か ら 「 今 後 」 を 考 え る

2 0 2 4


